
長い文章を よんで えらぼう
小3／少し長い 文章を よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

1　リスの ふゆじたくを よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう。

秋に なると、リスは 木の 実を たくさん あつめます。あつめた 実は、地面に あなを ほって うめたり、木の あ
なに ためたり します。ふゆの あいだは 食べものが 少なくなるので、その ために たくわえるのです。ときどき 
うめた 場しょを わすれて しまい、そこから 春に 新しい 木が 生える ことも あります。

1 リスは、木の あなにも 実を ためて おく。

2 リスは、冬の あいだ すの 中で ねむって すごす ことが 多い。

3 リスは、木の 実の ほかに きのこも ためて おく。

4 うめた 場しょを わすれた 実から、木が 生える ことが ある。

5 リスが うめた 実は、春に ほり出されて 食べられる。

2　ミツバチの しごとを よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう。

ミツバチは 花から みつを あつめ、すに もちかえって はちみつを 作ります。花から 花へ とびまわる とき、体
に ついた 花ふんを はこび、花が 実を つける てだすけも しています。1ぴきの はたらきバチが 集める みつは 
わずかですが、なかまと 力を 合わせて たくさんの はちみつを たくわえます。

1 ミツバチは、花の みつから はちみつを 作る。

2 ミツバチは、おしりを ふる ダンスで なかまに 花の 場しょを 知らせる。

3 ミツバチは、花ふんを はこんで 花が 実を つける 手だすけを する。

4 ミツバチの むれには、女王バチが 1ぴき いる。

5 ミツバチの すは、六角形の へやが ならんで いる。



長い文章を よんで えらぼう【こたえ】
小3／少し長い 文章を よんで、文章に 書いて ある ことを2つ えらびましょう

なまえ

ひづけ

いちごドリル プリント

答えと、たしかめるところ

1　答え：1・4
『木の あなに ためたり』『わすれた 場しょから 春に 新しい 木が 生える』が 文章に あります。ほ
かは、正しい ことでも 文には 書いて いません。

2　答え：1・3
『みつを あつめ はちみつを 作ります』『花が 実を つける てだすけ』が 文章に あります。本文に 
書いて いない ことは、正しくても えらびません。

読み取るコツ
長い文章は 二〜三に 区切って 読み、大事な ところに 線を 引きます。
知って いる ことでも、文章に 書いて いなければ えらびません。


